
かつての用水池が今では農村公園として親しまれている

○食品の購入
①卵や乳製品は、消費期限や賞味期限
を確認して購入しましょう。

②肉や魚は、新鮮なものを購入し、ビニ
ール袋に包んで持ち帰りましょう。野菜
など生で食べる食品に肉や魚の食中毒菌
がつくのを防ぎます。
③買い物が済んだら、さっさと家に帰り
ましょう。
○食品の保存
①冷蔵や冷凍が必要な食品は、すぐに冷
蔵庫や冷凍庫に入れましょう。
②冷蔵庫や冷凍庫の開閉は、できるだけ
短い時間でして下さい。冷蔵庫は１０℃以
下、冷凍庫は－１５℃以下に保ちましょう。
③冷蔵庫に入れておけば安全というわけ
ではありません。食中毒菌は１０℃で増殖
が遅くなり、－１５℃で増殖が停止します
が、決して死んでしまっているわけでは
ありません。購入した食品は早めに使い
切りましょう。
○調理
①手はせっけんでしっかりと洗いましょ

う。腕時計や指輪ははずし、手首や腕ま
でよく洗いましょう。
②包丁やまな板などの調理器具は、肉用、
魚用、野菜用などに使い分けましょう。
③室温での解凍はやめましょう。
④加熱調理は充分に行って下さい。

○食事
①手はせっけんでしっかり洗いましょ
う。
②食器や器具は清潔なものを使用して下
さい。
③調理したものは早く食べましょう。
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食食中中毒毒予予防防
家家庭庭ででででききるる
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豊
和
村
は
、
一
八
八
九
年
（
明
治

二
十
二
年
）
四
月
に
大
寺
、
飯
塚
、

内
山
、
米
持
（
よ
ね
も
ち
）
の
四
か

村
合
併
に
よ
り
成
立
し
、
新
村
名
は

「
村
民
の
豊
富
、
平
和
を
念
願
」
し

て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
初
年
か
ら
大
寺
、
飯
塚
、
米

持
の
三
か
村
は
連
合
し
て
お
り
、
内

山
村
は
飯
高
村
な
ど
七
か
村
連
合
に

加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
合
併
に
あ
た

り
飯
塚
村
連
合
が
当
初
鏑
木
村
（
旧

干
潟
町
）
連
合
と
の
合
併
案
も
あ
り

ま
し
た
が
、
内
山
村
が
飯
高
村
連
合

か
ら
離
脱
し
、
こ
の
合
併
に
加
わ
り

話
し
合
い
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

合
併
直
後
、
「
小
学
校
は
三
か
所

（
大
寺
、
飯
塚
、
内
山
）」
に
あ
る
状

態
に
あ
り
、「
村
の
中
央
に
新
築
し
一

か
所
」
に
ま
と
め
ら
れ
る

こ
と
が
課
題
で
、
新
校
舎

完
成
ま
で
そ
の
後
二
十
年

ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
現
在
の
豊
和
小
学
校

で
す
。

豊
和
村
の
豊
か
な
農
家

で
は
新
聞
購
読
者
が
多
か

っ
た
よ
う
で
、
明
治
二
十

年
代
の
村
の
う
ご
き
が
知

ら
れ
ま
す
。
旧
三
か
村
に

は
郵
便
箱
が
設
け
ら
れ
郵

便
が
進
ん
で
い
た
こ
と
、

内
山
村
な
ど
の
医
師
数
人

が「
施
薬
社
」を
組
織
し
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
患
者

に
無
料
診
察
券
を
配
っ
た

こ
と
、
鉄
道
馬
車
の
運
行

を
め
ざ
す
動
き
な
ど
が
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
九

二
二
年
（
大
正
十
一
年
）

に
は
八
日
市
場
、
大
寺
間
で
乗
合
自

動
車
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

丘
陵
地
に
集
落
が
営
ま
れ
た
豊
和

地
区
の
村
む
ら
に
は
、
古
代
の
遺
跡

も
あ
り
、
歴
史
に
取
り
上
げ
る
話
題

も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
米
持
集
落
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
こ
の
集
落
は
、
一
六

九
六
年
（
元
禄
九
年
）
に
椿
湖
の
干

拓
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
新
田
十
八
か

村
の
一
つ
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
村
内
の
土
地
所
有
者
一
三
三

名
の
う
ち
、
一
〇
二
名
が
飯
塚
村
の

人
で
、
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

同
村
と
の
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
し

た
。
一
四
〇
年
ほ
ど
前
の
家
数
は
五

軒
で
し
た
。

近
年
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
の
開
設

に
よ
り
景
観
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
椿
湖

に
面
し
た
こ
の
周
辺
に
は
、
地
方
豪

族
を
葬
っ
た
七
世
紀
初
頭
の
大
規
模

な
関
向
（
せ
き
む
か
い
）
古
墳
が
あ

り
ま
し
た
。
干
潟
干
拓
の
後
、
用
水

源
と
し
て
一
四
の
溜
池
が
掘
ら
れ
、

蛭
田
（
ひ
る
た
）
や
馬
洗
（
ま
あ
ら

い
）
池
、
そ
し
て
用
水
路
と
し
て
惣

堀
（
そ
う
ぼ
り
・
総
堀
）
な
ど
大
工

事
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
奈

良
時
代
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
大
寺

・
龍
尾
寺
、
干
潟
を
見
渡
せ
る
飯
塚

・
松
峰
神
社
な
ど
パ
ー
ク
と
一
体
化

し
た
散
歩
道
は
興
味
が
わ
き
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

市都言宣康健

活活
生生

康康
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